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三

の
対
応

「ヨルダン・アンマンにおける連続爆弾テロ事件」（11月）（時事）

イ
ダ
は
、
イ
ラ
ク
を
反

米
ジ
ハ
ー
ド
の
主
戦
場

と
位
置
付
け
る
と
と
も

に
、
メ
デ
ィ
ア
等
を
通

じ
て
、
米
国
・
英
国
や
、

イ
ラ
ク
へ
の
武
力
行
使

を
支
持
し
た
国
々
、
親

米
湾
岸
・
ア
ラ
ブ
諸
国

等
を
非
難
し
、
全
世
界

の
イ
ス
ラ
ム
教
徒
に
対

あ
お

し
て
ジ
ハ
ー
ド
を
煽
る

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
世
界
に

発
信
し
続
け
て
い
ま

国
際
テ
ロ
情
勢

一
イ
ス
ラ
ム
過
激
派
の
動
向
と
国
際
テ
ロ
の
脅
威

平
成
一
七
年
の
国
際
テ
ロ
情
勢
は
、
依
然
と
し
て

厳
し
い
ま
ま
推
移
し
ま
し
た
。
一
三
年
九
月
一
一
日

の
　
「
米
国
に
お
け
る
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
」
以
降
、

世
界
各
国
で
テ
ロ
対
策
が
強
化
さ
れ
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
英
国
、
エ
ジ
プ
ト
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

ヨ
ル
ダ
ン
等
世
界
各
地
で
イ
ス
ラ
ム
過
激
派
の
関
与

が
疑
わ
れ
る
大
規
模
・
無
差
別
テ
ロ
事
件
が
発
生
し

ま
し
た
。

イ
ス
ラ
ム
過
激
派
に
よ
る
テ
ロ
の
脅
威
は
依
然
と

し
て
高
い
状
況
に
あ
り
、
中
で
も
、
ア
ル
・
カ
ー
イ

ダ
は
、
反
米
ジ
ハ
ー
ド
　
（
聖
戦
）
　
の
象
徴
と
し
て
存

在
し
、
世
界
の
イ
ス
ラ
ム
過
激
派
に
影
響
を
与
え
て

い
ま
す
。
ア
ル
・
カ
ー

す
。
ま
た
、

「インドネシアリくり島における同時多発テロ事件」（10月）（時事）

現
在
、
ア
ル
・
カ
ー
イ
ダ
の
指
導
部
と

の
関
係
が
認
め
ら
れ
な
い
テ
ロ
組
織
が
、
ア
ル
・
カ
ー

イ
ダ
の
ジ
ハ
ー
ド
思
想
や
オ
サ
マ
・
ビ
ン
ラ
デ
ィ
ン

の
声
明
に
影
響
を
受
け
て
テ
ロ
を
実
行
す
る
傾
向
が

世
界
各
地
で
み
ら
れ
て
い
ま
す
。
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イ
ラ
ク
で
は
、
四
月
に
移
行
政
権
が
発
足
し
、
一

〇
月
の
憲
法
草
案
の
是
非
を
問
う
国
民
投
票
と
一

二
月
の
国
民
議
会
選
拳
も
お
お
む
ね
平
穏
に
終
了

し
ま
し
た
が
、
外
国
人
テ
ロ
リ
ス
ト
や
テ
ロ
資
金

等
の
流
入
は
依
然
と
し
て
継
続
し
て
い
る
と
み
ら

れ
、
治
安
情
勢
が
回
復
す
る
め
ど
は
立
っ
て
い
ま

せ
ん
。

レ
バ
ノ
ン
で
は
、
二
月
に
ハ
リ
リ
前
首
相

が
暗
殺
さ
れ
た
ほ
か
、
七
月
に
は
エ
ジ
プ
ト

の
シ
ャ
ル
ム
・
エ
ル
・
シ
ェ
イ
ク
で
爆
弾
テ

ロ
事
件
が
発
生
し
、
六
四
人
が
死
亡
し
ま
し

た
。
ま
た
、
一
一
月
に
は
ヨ
ル
ダ
ン
の
首
都

ア
ン
マ
ン
で
連
続
爆
弾
テ
ロ
事
件
が
発
生

し
、
六
〇
人
が
死
亡
し
ま
し
た
。

欧
州
で
は
、
七
月
、
英
国
・
グ
レ
ン

イ
ー
グ
ル
ズ
で
主
要
国
首
脳
会
議
が
開

催
さ
れ
て
い
る
中
、
同
国
の
首
都
ロ
ン

ド
ン
中
心
部
の
地
下
鉄
と
バ
ス
を
標
的

「英国・ロンドンにおける同時多発テロ事件」（7月）（時事）

と
し
た
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
が
発
生

し
、
五
六
人
が
死
亡
し
ま
し
た
。
ロ
ン

ド
ン
で
は
、
そ
の
二
週
間
後
に
も
地
下

鉄
と
バ
ス
を
標
的
と
し
た
同
時
多
発

テ
ロ
事
件
が
発
生
し
ま
し
た
。

東
南
ア
ジ
ア
で
は
、
ア
ル
・
カ
ー
イ

ダ
と
関
係
を
有
す
る
と
さ
れ
る
ジ
エ
マ

ア
・
イ
ス
ラ
ミ
ア
を
始
め
と
す
る
イ
ス

ラ
ム
過
激
派
の
活
動
が
依
然
と
し
て
活

「英国・ロンドンにおける同時多発テロ事件」においてロンドン警視庁が公開した容疑者の画像
（7月）（時事）

発
で
す
。
一
〇
月
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
バ
リ
島

で
発
生
し
た
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
に
は
、
ジ
ユ

マ
ア
・
イ
ス
ラ
ミ
ア
の
幹
部
の
関
与
が
指
摘
さ

れ
て
い
ま
す
。
ジ
エ
マ
ア
・
イ
ス
ラ
ミ
ア
は
、

こ
れ
ま
で
に
そ
の
多
く
の
メ
ン
バ
ー
が
拘
束
さ

れ
る
な
ど
し
、
組
織
的
な
打
撃
を
受
け
て
い
る

と
み
ら
れ
ま
す
が
、
依
然
と
し
て
ヌ
ル
デ
ィ
ン
・
モ

ハ
メ
ド
・
ト
ッ
プ
等
の
主
要
幹
部
は
逃
亡
中
で
す
。

一
八
年
も
、
厳
し
い
国
際
テ
ロ
情
勢
が
続
く
も
の

と
予
想
さ
れ
、
イ
ス
ラ
ム
過
激
派
を
中
心
と
し
た
国

際
テ
ロ
組
織
が
、
今
後
も
世
界
各
地
で
国
際
テ
ロ
事

ぐ

件
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
危
惧
さ
れ
ま
す
。
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▼Ha
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二
　
我
が
国
へ
の
国
際
テ
ロ
の
脅
威

イ
ス
ラ
ム
過
激
派
を
中
心
と
し
た
国
際
テ
ロ
の
脅

威
が
高
ま
る
中
、
我
が
国
は
、
ア
ル
・
カ
ー
イ
ダ
を

始
め
と
す
る
イ
ス
ラ
ム
過
激
派
か
ら
い
わ
ゆ
る
米
国

の
同
盟
国
と
み
な
さ
れ
て
お
り
、
オ
サ
マ
・
ビ
ン
ラ

デ
ィ
ン
や
ア
イ
マ
ン
・
ア
ル
・
ザ
ワ
ヒ
リ
と
さ
れ
る

者
が
発
し
た
声
明
等
に
お
い
て
、
テ
ロ
の
標
的
と
し

て
名
指
し
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
我
が
国
に
は
、

イ
ス
ラ
ム
過
激
派
が
テ
ロ
の
対
象
と
し
て
き
た
米
国

関
連
施
設
が
多
数
存
在
し
、
こ
れ
ら
を
標
的
と
し
た

テ
ロ
が
発
生
す
る
こ
と
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。

声明を述べるアル・カーイダ幹部

アイマン・アル・ザワヒリ（8月）（時事）

こ
う
し
た
中
、
ア
ル
・
カ
ー
イ
ダ
関
係

者
で
あ
り
、
殺
人
、
爆
弾
テ
ロ
未
遂
等
の

罪
で
国
際
刑
事
警
察
機
構
（
I
C
P
O
）

を
通
じ
て
国
際
手
配
さ
れ
て
い
た
フ
ラ
ン

ス
人
が
、
一
五
年
一
一
▲
月
に
ド
イ
ツ
で
逮

捕
さ
れ
、
他
人
名
義
の
旅
券
を
使
用
し
て

我
が
国
に
不
法
に
入
出
国
を
繰
り
返
し
て

い
た
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

別
の
イ
ス
ラ
ム
過
激
派
メ
ン
バ
ー
が
、
同

人
と
同
居
し
て
我
が
国
に
一
時
滞
在
し
て

い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
な
ど
、
国
際

テ
ロ
リ
ス
ト
が
我
が
国
に
潜
伏
し
て
い
た

実
態
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。

我
が
国
に
は
、
イ
ス
ラ
ム
諸
国
出
身
者

が
多
数
滞
在
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
形
成

域
に
も
及
ん
で
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
海
外
で
は
、
現
実
に
邦
人
や
我
が
国

の
権
益
を
巻
き
込
ん
だ
テ
ロ
事
件
が
発
生
し
て
い

ま
す
。
一
三
年
九
月
の
　
「
米
国
に
お
け
る
同
時
多

発
テ
ロ
事
件
」
等
で
邦
人
が
犠
牲
に
な
っ
て
い
る

ほ
か
、
一
七
年
五
月
に
は
イ
ラ
ク
に
お
い
て
英
国

系
民
間
警
備
会
社
が
警
備
す
る
車
列
が
襲
撃
さ
れ
、

同
社
に
勤
務
す
る
邦
人
一
人
が
行
方
不
明
と
な
り
、

一
〇
月
の
　
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
バ
リ
島
に
お
け
る

同
時
多
発
テ
ロ
事
件
」
　
に
お
い
て
も
、
邦
人
が
犠

牲
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
イ
ス
ラ

ム
過
激
派
が
、
こ
う
し
た
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
悪
用
し
て
、
資
金
・
資
機
材
の

調
達
を
図
る
と
と
も
に
、
様
々
な
機
会

を
通
じ
て
若
者
等
の
過
激
化
に
関
与
す

る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
一
六
年
九
月
や
一
七
年
一
〇

月
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
爆
弾
テ

ロ
事
件
等
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
大
規

模
・
無
差
別
テ
ロ
の
脅
威
は
、
我
が
国

に
地
理
的
に
近
接
し
た
東
南
ア
ジ
ア
地

我が国に潜伏していたアル・カーイダ関係者
（時事）
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三
　
日
本
赤
軍
及
び
「
よ
ど
号
」
グ
ル
ー
プ
等
の
動
向

二
）
　
日
本
赤
軍

一
三
年
四
月
、
重
信
房
子
は
、
獄
中
か
ら
日
本
赤

軍
の
解
散
を
宣
言
し
、
翌
月
、
日
本
赤
軍
も
組
織
と

し
て
こ
れ
を
追
認
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
同
年
二
一

月
に
は
、
新
組
織
「
連
帯
」
　
（
後
に
「
ム
ー
ブ
メ
ン
ト

「
連
帯
」
」
に
改
称
）
　
が
発
足
し
、
事
実
上
、
日
本
赤

軍
の
継
承
組
織
と
し
て
活
動
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

日本が国際手配中のテロリスト

現
在
、
日
本
赤
軍
は
、
組
織
の
建
て
直
し
と
新
た

な
活
動
拠
点
の
構
築
を
最
優
先
課
題
と
し
て
取
り
組

ん
で
い
る
も
の
と
み
ら
れ
、
テ
ロ
活
動
を
再
開
す
る

可
能
性
は
相
対
的
に
低
下
し
て
い
る
と
み
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
テ
ロ
組
織
と
し
て
の
性
格

を
依
然
と
し
て
堅
持
し
て
お
り
、
そ
の
危
険
性
に
変

化
は
な
く
、
警
察
は
、
逃
亡
中
の
メ
ン
バ
ー
七
人
の

早
期
発
見
・
逮
捕
に
向
け
た
取
組
み
を
推
進
し
て
い

ま
す
。（
二
）
　
「
よ
ど
号
」
グ
ル
ー
プ

「
よ
ど
号
」
犯
人
九
人
の
う
ち
二
人
は
既
に

逮
捕
さ
れ
た
ほ
か
、
リ
ー
ダ
ー
の
田
宮
高
麿
ら

二
人
は
北
朝
鮮
で
の
死
亡
が
確
認
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
北
朝
鮮
に
残
留
し
て
い
る
の
は
、

小
西
隆
裕
ら
五
人
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、

妻
子
ら
に
つ
い
て
は
、
一
八
年
一
月
一
七
日
現
在
、

二
三
人
が
帰
国
し
て
い
ま
す
。

帰
国
を
め
ぐ
つ
て
は
、
一
七
年
一
一
月
、
「
よ

ど
号
」
　
グ
ル
ー
プ
の
関
係
者
が
、
一
八
年
夏
ま
で

に
妻
子
ら
全
員
の
帰
国
を
目
指
す
方
針
を
明
ら
か

に
し
た
と
報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
一
四
年
三
月
、
「
よ
ど
号
」
犯
人
の

元
妻
が
、
「
田
宮
高
麿
の
指
示
で
、
自
分
が
有

だ
ま

本
恵
子
さ
ん
を
騙
し
、
北
朝
鮮
に
連
れ
出
し
た
」

と
証
言
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
「
よ
ど
号
」
グ

▲
ト

ル
ー
プ
が
日
本
人
拉
致
容
疑
事
案
に
深
く
関
与

日本が国際手配中のテロリスト

し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
、
一
四
年
九
月
、

警
察
は
、
有
本
恵
子
さ
ん
に
対
す
る
結
婚
目
的
誘
拐

容
疑
で
、
魚
本
（
旧
姓
・
安
部
）
　
公
博
の
逮
捕
状
の

発
付
を
得
て
、
同
人
を
国
際
手
配
し
て
い
ま
す
。
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警
察
の
対
応

一
情
報
収
集
と
捜
査
の
徹
底

近
年
の
国
際
テ
ロ
は
、
大
規
模
化
、
無
差
別
化
の

傾
向
が
著
し
く
、
そ
の
発
生
を
許
せ
ば
多
く
の
犠
牲

を
生
む
こ
と
か
ら
、
テ
ロ
対
策
の
要
諦
は
、
そ
の

未
然
防
止
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
情
報
収
集

及
び
捜
査
の
徹
底
が
不
可
欠
で
す
。
テ
ロ
の
実
行
に

向
け
た
準
備
は
秘
密
裏
に
行
わ
れ
る
た
め
、
テ
ロ
に

関
す
る
情
報
の
ほ
と
ん
ど
は
断
片
的
な
も
の
で
す
。

こ
の
た
め
、
個
々
の
情
報
の
み
で
は
そ
の
真
偽
や
情

報
と
し
て
の
価
値
を
判
断
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
り
、

情
報
の
蓄
積
と
総
合
的
な
分
析
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
分
析
結
果
を
踏
ま
え
、
外
国
治
安
情
報

機
関
等
と
の
情
報
交
換
を
推
進
す
る
な
ど
、
国
際
的

な
連
携
を
一
層
緊
密
化
す
る
こ
と
も
不
可
欠
で
す
。

そ
こ
で
、
情
報
収
集
・
分
析
体
制
の
強
化
を
図
る
た
め
、

一
七
年
四
月
、
警
察
庁
の
国
際
テ
ロ
リ
ズ
ム
対
策
課

に
国
際
テ
ロ
リ
ズ
ム
情
報
官
を
設
置
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
一
〇
月
の
　
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
バ
リ
島

に
お
け
る
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
」
に
際
し
、
国
際
テ

ロ
リ
ズ
ム
緊
急
展
開
班
（
T
R
T
－
2
‥
T
e
r
r
O
r
i
s
m

R
e
s
p
O
ロ
S
e
T
e
a
宇
T
a
c
t
i
c
a
－
W
i
n
g
訐
r
O
＜
e
r
S
e
a
S
）

を
現
地
に
派
遣
し
、
当
該
事
案
に
関
す
る
情
報
収
集
、

現
地
治
安
機
関
に
対
す
る
捜
査
支
援
等
を
実
施
し

ま
し
た
。

二
　
水
際
対
策
の
強
化

テ
ロ
リ
ス
ト
等
の
入
国
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
国
際

空
港
・
港
湾
に
お
い
て
、
出
入
国
審
査
、
輸
出
入
貨

物
の
検
査
等
の
水
際
対
策
を
的
確
に
推
進
す
る
こ
と

が
重
要
で
す
。
現
場
に
お
け
る
関
係
機
関
の
連
携
強

化
を
図
り
、
政
府
一
体
と
な
っ
た
危
機
管
理
を
実
現

す
る
た
め
、
一
六
年
一
月
に
は
政
府
に
空
港
・
港
湾

水
際
危
機
管
理
チ
ー
ム
が
、
ま
た
、
同
年
三
月
ま
で

に
、
国
際
空
港
・
港
湾
に
危
機
管
理
官
等
が
設
置
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
空
港
・
港
湾
の
す
べ
て
に
警成田国際空港の警戒警備活動（千葉）

察
官
が
危
機
管
理
官
、
副
担
当
官
等
と
し
て
配
置
さ

れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
中
心
に
、
関
係
機
関
が
連
携

し
て
、
各
種
訓
練
の
実
施
、
施
設
警
備
の
改
善
等
に

取
り
組
み
、
多
く
の
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
テ
ロ
リ
ス
ト
等
の
入
国
を
防
ぐ
た
め
に
は
、

顔
情
報
、
虹
彩
、
指
紋
等
の
バ
イ
オ
メ
ト
リ
ク
ス
　
（
生

体
情
報
）
　
の
活
用
が
有
効
で
す
。
こ
の
た
め
、
一
六

年
六
月
、
犯
罪
対
策
閣
僚
会
議
の
幹
事
会
の
下
に

ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
が
設
置
さ
れ
、
関
係
省
庁
が
連

携
し
、
バ
イ
オ
メ
ト
リ
ク
ス
を
活
用
し
た
出
入
国
管

理
の
推
進
を
図
っ
て
お
り
、
警
察
庁
で
も
制
度
的
、

技
術
的
な
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

三
　
関
係
省
庁
と
の
協
力

テ
ロ
対
策
に
万
全
を
期
す
る
た
め
、
警
察
で
は
、

関
係
省
庁
と
の
緊
密
な
連
携
に
努
め
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
一
六
年
一
二
月
、
政
府
の
国
際
組

織
犯
罪
等
・
国
際
テ
ロ
対
策
推
進
本
部
は
「
テ
ロ
の

未
然
防
止
に
関
す
る
行
動
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

現
在
、
同
計
画
に
お
い
て
、
今
後
速
や
か
に
講
ず
べ

き
と
さ
れ
た
一
六
の
対
策
の
う
ち
、
ス
カ
イ
・
マ
ー

シ
ャ
ル
の
導
入
を
含
む
八
の
対
策
が
既
に
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
一
七
年
一
一
月
、
F
A
T
F

勧
告
実
施
の
た
め
の
法
律
案
の
作
成
を
警
察
庁
が
行

う
こ
と
な
ど
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
警
察
庁
に
お
い

て
は
、
引
き
続
き
関
係
省
庁
と
連
携
し
っ
つ
、
諸
対

策
の
実
施
に
向
け
た
検
討
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
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防
衛
庁
・
自
衛
隊
と
は
、
平
素
か
ら
情
報
交
換
を

推
進
す
る
な
ど
密
接
な
連
携
を
図
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
重
大
テ
ロ
等
の
発
生
時
に
は
、
必
要
に
応
じ
、

装
備
資
機
材
の
貸
与
、
部
隊
輸
送
の
支
援
等
を
相
互

に
行
い
つ
つ
、
十
分
な
連
携
の
下
で
事
態
に
対
処
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
一
七
年
七
月
ま

で
に
、
武
装
工
作
員
等
事
案
を
想
定
し
た
治
安
出
動

に
係
る
共
同
図
上
訓
練
を
、
す
べ
て
の
都
道
府
県
警

察
と
こ
れ
に
対
応
す
る
陸
上
自
衛
隊
の
師
団
等
と
の

問
で
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
成
果
等
を
踏
ま
え
、
警

察
庁
と
防
衛
庁
は
、
「
治
安
出
動
の
際
に
お
け
る
武
装

工
作
員
等
事
案
へ
の
共
同
対
処
の
た
め
の
指
針
」
を
、自衛隊との共同実動訓練（北海道）

都
道
府
県
警
察
と
陸
上
自
衛
隊
の
師
団
等
は
、
「
治
安

出
動
の
際
に
お
け
る
武
装
工
作
員
等
事
案
へ
の
共
同

対
処
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
作
成
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

一
〇
月
、
北
海
道
警
察
と
陸
上
自
衛
隊
北
部
方
面
隊

と
の
間
で
、
初
の
共
同
実
動
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

海
上
保
安
庁
と
は
、
一
七
年
七
月
ま
で
に
、
原
子

力
発
電
所
が
設
置
さ
れ
て
い
る
す
べ
て
の
道
県
に
お

い
て
、
原
子
力
発
電
所
に
対
す
る
不
審
船
の
接
近
を

想
定
し
た
共
同
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

四
　
重
要
施
設
等
の
警
戒

警
察
で
は
、
テ
ロ
関
連
情
報
の
分
析
結
果
を
踏
ま

え
、
情
勢
に
応
じ
た
警
備
計
画
を
立
案
し
、
効
果
的

か
つ
効
率
的
な
警
戒
警
備
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

特
に
、
「
米
国
に
お
け
る
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
」

以
降
、
厳
し
い
国
際
テ
ロ
情
勢
を
踏
ま
え
、
総
理
大

臣
官
邸
、
原
子
力
発
電
所
、
空
港
等
の
重
要
施
設
や

米
国
関
連
施
設
等
の
警
戒
警
備
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
七
月
の
　
「
英
国
・
ロ
ン
ド
ン
に
お
け
る
同

地下鉄梅田駅の警戒警備活動（大阪）

時
多
発
テ
ロ
事
件
」
　
や
、
九
月
の
第
四
四
回
衆
議
院

議
員
総
選
挙
に
際
し
て
は
、
鉄
道
等
公
共
交
通
機
関

に
対
す
る
警
戒
の
更
な
る
徹
底
を
図
る
な
ど
、
情
勢

に
応
じ
た
的
確
な
警
戒
警
備
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

五
　
生
物
・
化
学
テ
ロ
対
策

警
察
で
は
、
生
物
・
化
学
テ
ロ
の
未
然
防
止
を
図

る
た
め
、
関
連
物
質
の
不
自
然
な
取
引
等
に
関
す
る

情
報
収
集
、
関
連
物
質
や
そ
の
空
中
散
布
に
使
用
さ

れ
る
お
そ
れ
の
あ
る
小
型
航
空
機
の
盗
難
防
止
対
策

の
指
導
、
保
健
・
医
療
機
関
等
と
の
緊
密
な
連
携NBCテロ対応専門部隊
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等
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
万
一
、
生
物
・
化
学
テ
ロ
が
発
生
し
た

場
合
に
迅
速
・
的
確
な
現
場
対
処
を
図
る
た
め
、

八
都
道
府
県
警
察
（
北
海
道
、
宮
城
、
警
視
庁
、
神

奈
川
、
愛
知
、
大
阪
、
広
島
、
福
岡
）
　
に
、
高
度
な

装
備
資
機
材
を
配
備
し
た
N
B
C
テ
ロ
対
応
専
門

部
隊
を
設
置
し
て
お
り
、
一
八
年
三
月
に
は
千
葉
県

警
察
に
も
こ
れ
を
新
設
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
専
門
部
隊
が
置
か
れ
て
い
な
い
府
県
警

察
に
は
、
必
要
な
装
備
資
機
材
を
配
備
し
た
N
B
C

テ
ロ
対
策
班
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
部
隊

は
、
平
素
か
ら
、
装
備
資
機
材
の
充
実
強
化
、
実
戦

的
な
訓
練
の
実
施
等
に
よ
り
対
処
能
力
の
向
上
に

努
め
て
い
ま
す
。

六
　
特
殊
部
隊
等
の
充
実
強
化

警
察
で
は
、
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
、
重
要
施
設
占
拠
事

案
等
の
重
大
テ
ロ
事
件
、
組
織
的
な
犯
行
や
強
力

な
武
器
が
使
用
さ
れ
る
事
件
等
を
鎮
圧
す
る
た
め

の
特
殊
部
隊
（
S
A
T
）
を
八
都
道
府
県
警
察
（
北

海
道
、
警
視
庁
、
千
葉
、
神
奈
川
、
愛
知
、
大
阪
、
福
岡
、

沖
縄
）
　
に
設
置
し
て
い
ま
す
（
沖
縄
県
警
察
は
一
七

年
九
月
に
新
設
）
。
S
A
T
は
、
ラ
イ
フ
ル
銃
、
自

せ
ん

動
小
銃
、
特
殊
閃
光
弾
、
作
戦
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

等
を
配
備
し
、
実
戦
的
な
訓
練
を
重
ね
、
部
隊
活

動
能
力
の
充
実
強
化
に
努
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
全
国
の
機
動
隊
に
は
銃
器
対
策
部
隊
が

設
置
さ
れ
て
お
り
、
重
要
施
設
の
警
戒
警
備
を
行
っ

て
い
る
ほ
か
、
銃
器
等
を
使
用
し
た
事
案
が
発
生

し
た
場
合
に
は
そ
の
対
処
に
当
た
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。
銃
器
対
策
部
隊
に
は
、
サ
ブ
マ
シ
ン
ガ
ン
、

た
て

ラ
イ
フ
ル
銃
、
防
弾
衣
、
防
弾
盾
、
耐
爆
・
耐
弾

仕
様
の
樽
型
警
備
車
等
が
配
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

特殊部隊（SAT）

七
　
ス
カ
イ
・
マ
ー
シ
ャ
ル
の
実
施

警
察
で
は
、
一
六
年
一
二
月
の
　
「
国
際
組
織
犯
罪

等
・
国
際
テ
ロ
対
策
推
進
本
部
」
　
の
決
定
等
を
踏
ま

え
、
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
対
策
を
強
化
す
る
た
め
、
ス
カ

イ
・
マ
ー
シ
ャ
ル
の
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。
国
土

交
通
省
等
の
関
係
省
庁
や
航
空
業
界
と
緊
密
に
連
携

し
て
、
そ
の
的
確
な
適
用
を
図
っ
て
い
ま
す
。

八
　
国
民
保
護
法
に
基
づ
く
措
置

武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
国
民
の
保
護
の
た
め

の
措
置
に
関
す
る
法
律
（
国
民
保
護
法
）
に
基
づ
き
、

一
七
年
一
〇
月
、
「
国
家
公
安
委
員
会
・
警
察
庁
国

民
保
護
計
画
」
を
作
成
し
ま
し
た
。
同
計
画
に
よ
り
、

警
察
は
、
武
力
攻
撃
事
態
等
や
緊
急
対
処
事
態
に
お

い
て
、
関
係
機
関
と
連
携
し
っ
つ
、
都
道
府
県
の
区

国民保護実動訓練（福井）
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域
を
越
え
る
避
難
誘
導
、
N
B
C
攻
撃
災
害
へ
の
対

処
、
テ
ロ
の
予
防
・
鎮
圧
の
た
め
の
措
置
等
を
行
う

こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

警
察
は
、
内
閣
官
房
等
が
主
催
す
る
国
民
保
護
訓

練
　
（
一
〇
月
の
四
県
に
お
け
る
図
上
訓
練
及
び
二

月
の
福
井
県
に
お
け
る
実
動
訓
練
）
　
に
積
極
的
に
参

加
し
、
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
を
図
る
な
ど
、
事

態
発
生
時
に
迅
速
・
的
確
に
対
処
す
る
た
め
の
態
勢

の
整
備
に
努
め
て
い
ま
す
。

九
　
サ
イ
バ
ー
テ
ロ
対
策

情
報
シ
ス
テ
ム
や
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
国

民
生
活
や
社
会
経
済
活
動
に
深
く
浸
透
し
て
い
る
状

況
の
下
、
一
六
年
八
月
や
一
七
年
二
月
か
ら
四
月
に

か
け
て
、
中
央
省
庁
等
の
ウ
ェ
ブ
サ
ー
バ
に
対
し
て

大
規
模
な
サ
イ
バ
ー
攻
撃
が
敢
行
さ
れ
る
な
ど
の
事

案
が
発
生
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
サ
イ
バ
ー
攻
撃
が

重
要
イ
ン
フ
ラ
事
業
者
等
の
基
幹
シ
ス
テ
ム
に
対
し

て
行
わ
れ
れ
ば
、
そ
の
被
害
は
甚
大
な
も
の
と
な
り
、

国
民
生
活
や
社
会
経
済
活
動
に
多
大
な
影
響
を
与
え

ま
す
。こ
の
た
め
、
警
察
庁
に
「
サ
イ
バ
ー
テ
ロ
対
策
推

進
室
」
や
「
サ
イ
バ
ー
フ
ォ
ー
ス
．
（
注
）
　
を
、
各
都

道
府
県
警
察
に
「
サ
イ
バ
ー
テ
ロ
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
を
設
置
す
る
な
ど
し
て
、
サ
イ
バ
ー
テ
ロ
の
未

然
防
止
に
努
め
る
と
と
も
に
、
事
案
が
発
生
し
た
場

合
に
は
、
被
害
拡
大
防
止
及
び
事
件
検
挙
に
当
た
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

（
注
）
　
サ
イ
バ
ー
フ
ォ
ー
ス
は
、
特
に
高
度
な
技

術
を
備
え
た
職
員
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
二
四
時

間
体
制
で
、
サ
イ
バ
ー
テ
ロ
の
予
兆
の
把
握
や
事

案
の
早
期
認
知
に
努
め
て
い
ま
す
。

サイバーフォース

一
〇
　
国
際
協
力
の
推
進
に
向
け
た
取
組
み

国
際
テ
ロ
対
策
は
、
国
際
社
会
が
直
面
す
る
重

要
か
つ
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
主
要
国
首
脳
会
議

を
始
め
、
様
々
な
枠
組
み
の
中
で
活
発
な
議
論
が

な
さ
れ
て
い
ま
す
。

警
察
庁
も
、
こ
う
し
た
国
際
会
議
に
職
員
を
積

極
的
に
参
加
さ
せ
、
各
国
が
協
力
し
て
取
り
組
む

べ
き
対
策
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。
一

七
年
六
月
に
開
催
さ
れ
た
「
G
8
司
法
・
内
務
閣

僚
級
会
合
」
に
は
、
警
察
庁
次
長
が
出
席
す
る
な
ど
、

テ
ロ
対
策
や
国
際
組
織
犯
罪
対
策
に
つ
い
て
の
日

本
の
取
組
状
況
を
報
告
す
る
と
と
も
に
、
共
同
声

明
や
行
動
計
画
の
起
草
に
参
画
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
警
察
庁
は
、
テ
ロ
事
件
の
捜
査
技
術
を

提
供
す
る
た
め
、
七
年
度
以
降
、
国
際
協
力
事
業

団
　
（
現
・
国
際
協
力
機
構
　
（
1
I
C
A
）
　
）
　
と
の

共
催
で
、
開
発
途
上
国
の
テ
ロ
対
策
実
務
担
当
者

を
招
致
し
、
「
国
際
テ
ロ
事
件
捜
査
セ
ミ
ナ
ー
」
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
テ
ロ
対
策
に
関
す

る
地
域
協
力
を
推
進
す
る
た
め
、
八
年
度
以
降
、

外
務
省
と
の
共
催
で
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
等
の
テ

ロ
対
策
担
当
者
を
招
致
し
、
「
地
域
テ
ロ
対
策
協

議
」
　
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
我
が
国
は
、
テ
ロ
資
金
の
根
絶
の

た
め
、
国
連
安
保
理
決
議
で
求
め
ら
れ
て
い
る
テ

ロ
リ
ス
ト
等
の
資
産
凍
結
措
置
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
警
察
庁
は
、
機
動
的
な
資
産
凍
結
等
を
実
施

す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
た
「
テ
ロ
リ
ス
ト
等
に
対

す
る
資
産
凍
結
等
に
係
る
関
係
省
庁
連
絡
会
議
」

に
参
加
す
る
な
ど
し
て
、
テ
ロ
資
金
対
策
に
積
極

的
に
参
画
し
て
い
ま
す
。
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